
序　　　言

日本では、新型コロナウイルスの新規感染者数が急減し、この一週間の平均
が105人というところまで落ち着いている（2021年 11月末現在）。一方で欧
州や韓国などでは再度急増する傾向を見せ、さらには新たな変異株の報告もあ
り、流行から２年たってなお、その帰趨が見通せない状況が続いている。流行
以前の日常の生活を一日も早く取り戻せるよう願わずにはいられない。

今回の新型コロナウイルスの感染状況を振り返ると、人口が密集している地
域、さらにはワクチン接種率が低い地域の都市部でウイルスが増え、そのこと
が変異株の出現を促進し、グローバル社会において急速にパンデミック（世界
的大流行）を招いたように思う。つまり、新型コロナウイルスは、社会機能と
人口の一極集中の危うさを私たちに気づかせ、グローバル時代だからこそ考え
てみなくてはならない課題を私たちに突きつけていると捉えることができる。
私たちはそのような課題に向き合いながら、英知を結集して持続可能なニュー
ノーマル時代を築いていかなくてはならない。
日本国内を見ても、東京や大阪、札幌といった、人口密集地での感染者数・

率が高く、新型コロナウイルスは、社会機能が一極に集中している今の社会が
いかにもろいものであるかを浮き彫りにした。デジタルトランスフォーメー
ションや働き方改革といった動きは、人々に地方への回帰を促進していくこと
につながるのかもしれない。そうだとすれば、地方の側ではこの期を逃さず、
魅力ある地域社会づくりを目指して、これまで以上に工夫を凝らし、努力を重
ねる必要がある。
グローバル時代そのものが、今回の新型コロナウイルス感染症の拡大を加速

したとしても、今の社会は開かれたものでなくてはもはや成立しない。このこ
とは、新型コロナウイルスの感染拡大を阻止しようと世界中の国々が渡航禁止
や入国禁止措置を打ち出した結果を見れば明らかである。国際通貨基金（IMF）
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の世界経済見通し（2021年 10月）も「数十年分の経済発展を巻き戻し、財政
に甚大な打撃を与えた」と断じている。実際、国境を越えた人々の往来がどれ
だけ減少したかを見ると、例えば日本を訪れた外国人の数は、2019年の 3,188
万人から2020年の 412万人へと、実に８分の1近くも激減している。この減
少傾向は2021年に入っても歯止めがかからず、9月までの総計は19万人にと
どまった。他方、日本から外国に出かける人も急減した。2019年に 2,008万
人、つまり1カ月あたり170万人が海外に向かって出国していたのが、2020
年には月に26万人、全体でも８割減の年間317万人余にとどまった。2021年
は 9月までの累計が36万人と、毎年一桁ずつその数を減らしてきたことにな
る。
このような数を見ても、観光や運輸をはじめとする経済活動全般が停滞して

しまったことを容易に理解することができる。大学にいる人間としては、留学
の機会が大幅に奪われたことも大きな課題であると感じている。
その一方で、これだけの人や物の往来がなくなったにもかかわらず、世界が

麻痺していないのは情報通信技術が世界を結んでいるからだろう。この技術が
まさにグローバル（一つの地球全域にわたる）という概念を目に見える形で私
たちに示すことにもなった。この技術を有効に使うと同時に、地球が一体とな
るような国際協力がなければ幸せなグローバル時代を築けないということも考
えてみなくてはならない問題ではないだろうか。新型コロナウイルスに対する
ワクチンにしても、自分の国にさえあればよいというものではない。全地球規
模で集団免疫が成立しなければ、免疫のない国で変異を繰り返し、結果的には
もとのワクチンも無意味なものとなってしまう。気候変動に対する取り組みも
地球規模の問題である。「一つの地球」という意味を深く理解したうえでの国
際協調とそれに基づく政治・経済活動が求められる。
在宅で業務を続けることができるテレワーク、首都圏での仕事を地方に移住

しても続けることができるリモートワーク、また、オンライン留学など、新し
いスタイルが現に広がりつつある。ただ、個人的には人間というものを肌で感
じながら理解することが土台にあって、新しい技術が意味を持ってくるという
気がする。



地域社会の拠点である大学には、持っている知的資源を地域社会に広く提
供するとともに、人間理解を基礎とする国際的な視野を持つ有能な人材を育て
て、地域社会の活性化につなげていくという使命がある。北海道教育大学国際
地域学科（函館校）の役割も、まさにその点にある。
学科の活動の一環としてこれまで研究書を世に出してきたが、今ここに『国

際地域研究 Ⅳ』を上梓するに至った。既刊の『国際地域研究 Ⅰ』『国際地域
研究 Ⅱ』『国際地域研究 Ⅲ』に続けて、研究の成果を問うものである。ぜひ、
読者の皆様のご批評とご教示を仰ぎたいと思う。

2022年 4月
北海道教育大学長　蛇穴　治夫　
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『国際地域研究 Ⅳ』の刊行にあたって

北海道教育大学函館校に国際地域学科が開設されて初めて新入生を迎えた
のは、いまから８年前の2014年４月であった。以来、地域教育の拠点校とし
て、次世代育成を担う教師の養成はもちろん、広い国際的視野をもって地域の
活性化に取り組んでいける人材の養成に全力を挙げてきた。豊かな国際感覚と
語学力を身につけた行動力あふれる若者を求める声は、地域社会でこそ、切実
なのである。
65歳以上の高齢者人口が全人口の３割近くを占める世界一の超高齢社会で

ある日本で、少子化の勢いが衰えを見せない。出生者数は2019年に 90万人
を割り込み、2020年は 85万人を下回って、2021年はさらに70万人台に落ち
込むと見られている。日本で生産年齢人口の減少が始まってから四半世紀が
たった。現役世代が減少する中で、世界一の超高齢社会をどう支えていくの
か、そして若者の都会流出に伴う地域社会の衰退にどうやって歯止めをかける
のか。地域を活性化させることは、日本の国家的な課題である。
このようなニーズを踏まえ、函館校は、現代の諸課題に対応した学際的研

究の成果を地域に還元しようと、2018年度から「国際地域研究シンポジウム」
を毎年開催している。国内外の最前線で現実的課題の解決に取り組んでおられ
る第一級の専門家による基調講演や、学内外の教員による研究発表などを通じ
て、地域活性化についての今後の指針を提供してきた。さらにシンポジウムの
中身をも盛り込んだ専門書『国際地域研究 Ⅰ』『国際地域研究 Ⅱ』『国際地域
研究 Ⅲ』を刊行してきた。
今回、ここに通巻４冊目となる『国際地域研究 Ⅳ』を上梓する。本学教員

が執筆した研究論文のほか、2021年 6月の第 4回シンポジウム「国際地域研
究の展開─変わりゆく世界、次世代につなげたい地域のチカラ─」における
基調講演とパネルディスカッションを収録している。津軽海峡を越えるネット
ワークを作り上げて地域活性化を推進しているYプロジェクト株式会社代表



取締役の島康子氏（青森県大間町）に、基調講演をしていただいた。パワーあ
ふれる講演内容をぜひ読んでいただきたい。
北海道教育大学函館校がこのようなことを行う意義は、教職を目指す学生や

学校教員にとどまらず、これから社会に出ていく若者や、地域住民にとって、
地域の課題や現状を理解しておくことが地域活性化を進めていくうえで不可欠
であると考えるからである。
地域教育の拠点校としては、今後、国際地域研究の成果をどのように教員

養成に活かすかについて継続して検討したいし、学校を含めた地域社会への支
援、外国人児童生徒への対応など地域のニーズにこたえるサポートのあり方に
ついても研究を続けて、地域の人材育成や学校教育を支えていきたいと願って
いる。
国際地域学、地域研究に関心を寄せる多くの方にご覧いただき、ご意見やご

感想をお寄せいただければ幸いである。

2022年 4月
北海道教育大学函館校キャンパス長　五十嵐　靖夫　
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